
金
滞
古
蹟
志
巻
十
五

に
て
、
享
保
の
中
頃
に
出
来
せ
し
町
地
な
り
。
松
本
町
と
い
ふ
町
名

の
起
源
は
静
か
な
ら
宇
。
後
年
の
町
名
な
れ
ば
由
縁
あ
る
事
に
は
あ

ら
ざ
る
ぺ
し
。

O
法
島
村
跡

改
作
所
奮
記
に
載
せ
た
る
、
元
総
十
六
年
四
月
金
津
町
線
之
郷
庄
穿

盤
に
付
き
皐
正
よ
り
の
上
申
書
に
、
泉
村
・
法
嶋
村
は
宮
樫
庄
、
石
浦

村
・
笠
舞
村
は
石
浦
庄
と
あ
れ
ど
、
此
は
元
総
頃
の
村
地
を
以
て
言

上
せ
し
も
の
也
。
法
嶋
村
は
今
河
向
ひ
に
あ
れ
ど
も
、
む
か
し
は
河

の
此
方
に
村
落
あ
り
て
、
石
浦
庄
七
ナ
村
の
一
村
た
り
。
石
浦
一
脚
駐

に
僻
来
せ
る
腹
長
十
一
年
八
月
廿
三
日
石
浦
氏
子
七
ク
村
漣
判
の
訴

訟
般
に
、
慶
長
元
年
隠
し
ま
村
河
む
か
へ
に
行
く
。
と
あ
り
て
、
明
和

二
年
三
月
の
石
浦
慈
光
院
由
緒
替
に
、
石
浦
郷
七
村
之
内
法
嶋
村
・

朱
兎
野
村
雨
村
は
、
先
年
川
崩
之
箇
所
替
被
昌
仰
付
刊
と
見
b
.
周
年
二

月
山
伏
貸
光
寺
の
由
緒
書
に
、
法
嶋
村
は
今
時
法
然
寺
近
議
に
有
v
之

島
、
才
川
河
端
に
て
水
損
有
v
之
故
、
川
向
へ
村
替
被
目
仰
付
-
故
、
鞍

月
用
水
川
境
よ
り
下
は
法
然
寺
の
角
ま
で
法
嶋
村
の
領
分
也
。
と
あ

り
て
、
慶
長
元
年
に
村
落
の
移
縛
せ
し
ま
で
は
、
河
の
此
方
今
の
法

然
寺
の
近
越
に
村
溶
あ
り
た
り
し
か
ど
、
犀
川
の
水
容
の
矯
め
、
村

公
よ
り
、
越
前
一
園
並
に
加
賀
園
石
川
郡
等
二
十
寓
石
下
さ
れ
、
金

滞
披
に
甥
佐
久
間
玄
審
を
置
き
‘
加
州
の
一
授
頭
悉
く
討
殺
す
。
共

頃
一
換
峰
起
し
て
、
六
道
林
の
堤
、
棲
畠
の
下
川
原
に
て
大
勢
を
殺

す
。
共
霊
魂
川
原
に
て
訟
が
う
・
兵
磁
・
久
臓
と
呼
ぶ
聾
易
し
と
い
ふ

古
侮
話
を
蛾
せ
た
り
。
右
棲
畠
の
下
た
る
川
原
と
は
、
今
の
縁
淵
の

商
・
法
る
模
畠
の
崩
下
た
る
川
原
た
れ
ば
、
即
ち
法
嶋
河
原
の
地
た
る

事
知
ら
れ
け
り
。

。
川
上
新
町

一
元
秘
九
年
の
地
子
町
肝
煎
裁
許
附
に
、
犀
川
川
上
新
町
。
と
あ
り
。
今

一
丁
目
・
二
丁
目
・
三
丁
目
と
呼
ぺ
り
。
此
の
一
町
は
古
川
除
に
て
、

今
も
堤
防
の
形
残
れ
り
。
今
川
縁
に
あ
る
堤
防
は
後
に
築
き
出
し
た

る
新
川
除
た
り
。

O
飴

屋

坂

鑓
異
記
に
.
享
保
七
年
二
月
十
九
日
犀
川
川
上
新
町
大
桑
屋
安
兵
衛

と
云
ふ
酒
屋
と
あ
め
屋
坂
と
の
聞
の
町
家
焼
失
。
と
あ
り
。
今
此
の

坂
越
を
ぽ
飴
屋
坂
と
呼
ぴ
て
‘
河
原
へ
下
る
坂
脇
K
.
今
も
飴
商
賀

す
る
小
家
あ
り
。
故
に
一
飴
屋
坂
と
呼
ぺ
り
と
去
ふ
。
但
し
今
は
坂
の

体
も
た
け
れ
E
、
昔
は
此
の
地
漣
河
原
注
り
し
故
に
‘
河
原
へ
下
る

金
滞
古
蹴
志
血
管
十
五

二
八

落
を
川
向
へ
移
さ
れ
し
と
た
り
。
今
村
跡
の
遺
蹟
は
鮮
か
左
ら
宇
。

。
法
島
河
原

関
屋
政
春
の
古
兵
談
K
.
金
津
按
蓮
池
の
方
を
石
垣
に
被
ν
成
度
と

て
、
利
長
卿
雨
皮
ま
で
築
か
せ
ら
れ
し
か
ど
、
崩
れ
て
成
銑
せ
や
。

篠
原
出
mm
守
分
別
を
以

τ、
堂
形
の
方
た
る
本
丸
の
高
石
垣
を
築
か

せ
け
り
。
人
持
・
馬
廻
の
鰭
士
及
び
町
人
・
百
姓
も
加
は
り
築
ド
之
。
共

時
分
は
普
鰭
珍
敷
折
怠
れ
ば
.
町
人
も
百
姓
も
長
み
て
勇
み
勤
め
け

り
。
唯
今
本
多
安
易
下
町
議
、
百
姓
町
・
保
嶋
村
の
漣
な
る
川
原
に
石

津
山
に
あ
り
。
故
に
早
速
首
尾
す
。
と
あ
る
は
、
文
藤
元
年
の
事
な

る
ぺ
し
。
法
嶋
村
の
河
原
と
は
邸
ち
法
嶋
河
原
に
て
、
延
貸
・
元
織
の

金
津
困
を
見
る
に
、
覚
源
寺
前
よ
り
法
然
寺
前
ま
で
の
聞
は
、
都

τ

河
原
な
る
よ
し
回
し
た
り
。
三
箇
屋
版
の
六
用
集
に
、
先
源
寺
の
所

付
を
法
嶋
河
原
と
記
載
す
。
此
の
時
代
に
此
の
地
越
を
都
て
法
嶋
河

原
と
呼
ぴ
た
る
故
危
り
。
明
和
二
年
二
月
山
伏
賀
高
寺
の
由
緒
容

に
、
事
保
年
中
ま
で
は
法
然
寺
近
漣
ま
で
河
原
に
て
‘
法
崎
川
原
と

稽
し
‘
家
等
も
ま
ば
ら
た
る
を
、
享
保
十
三
年
頃
よ
り
右
川
原
の
地

新
地
子
地
と
な
り
‘
這
々
町
家
出
来
す
。
と
あ
り
。
按
宇
る
に
‘
寛

文
十
二
年
に
筆
記
せ
し
箕
浦
高
良
の
自
記
に
、
昔
柴
田
修
理
へ
信
長

坂
路
た
り
し
に
や
と
い
へ
り
。

。
大
桑
屋
安
兵
衛
奮
邸
'

大
義
屋
は
古
き
酒
治
家
に
て
‘
川
上
新
町
民
て
の
膏
家
也
。
鐙
異
飽

に
、
享
保
七
年
二
月
十
九
日
笠
八
半
時
犀
川
川
上
新
町
大
桑
屋
安
兵

衛
と
云
ふ
酒
屋
と
あ
め
や
坂
と
の
問
、
足
騒
町
績
の
町
家
二
軒
焼

失
。
と
あ
り
。
共
の
後
政
代
連
綿
し

τ、
世
々
一
醸
酒
を
商
業
と
な
し
、

川
上
に
て
名
高
き
酒
治
家
・
な
り
。

。
元
木
昌
場

鍵
異
記
に
、
享
保
十
九
年
三
月
五
日
摩
川
川
上
新
町
大
桑
屋
安
兵
衛

と
云
ふ
酒
屋
之
後
ろ
元
木
呂
場
と
一
宮
ふ
所
之
小
家
よ
り
出
火
、
上
・

下
護
所
町
不
v
残
焼
失
。
と
あ
り
。
今
此
の
地
名
絶
え
た
り
け
ん
、
鮮
か

た
ら
・
ヂ
。
按
宇
る
に
、
む
か
し
此
の
地
設
に
て
薪
材
を
揚
げ
た
り
し

ゅ
ゑ
に
、
木
呂
場
と
稽
せ
し
を
、
後
町
地
と
た
し
)
家
屋
を
建

τけ

る
に
よ
り
、
町
名
を
元
木
呂
場
と
呼
ぴ
た
る
た
る
べ
し
。
今
手
取
川

の
溢
に
も
木
呂
場
と
い
ふ
あ
り
。

。
犀
川
木
昌
薪

木
昌
は
薪
木
に
て
、
越
中
に
は
ば
い
た
と
呼
ぺ
り
。
寛
文
元
年
の
日

岐
に
、
十
一
月
廿
二
日
尾
添
と
ろ
の
銀
子
御
か
し
可
v
有
事
、
合
所
御

エ
丸




